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「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
を
巡
っ
て
は
、
国
内
の
感
染
状

況
が
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
い
て
お
り
、

人
々
の
生
活
も
徐
々
に
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
出
現
な
ど
ま
だ
ま
だ
気
を
抜

け
な
い
情
勢
で
す
。

十
二
月
六
日
に
臨
時
国
会
が
開
会

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
対
策
等
を

盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
の
審
議
が
始

ま
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
二
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
改
定
率
を
巡
る
議
論

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
二
月
三
日
に

財
務
省
の
財
政
制
度
等
審
議
会
が
鈴

木
俊
一
財
務
大
臣
に
マ
イ
ナ
ス
改
定

を
建
議
す
る
な
ど
、
財
政
当
局
は
非

常
に
厳
し
い
姿
勢
で
す
。
医
療
機
関

の
経
営
状
況
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
の
補

助
金
や
特
例
的
措
置
を
除
け
ば
赤
字

で
あ
り
、
恒
常
的
に
安
定
し
た
医
療

提
供
体
制
を
維
持
す
る
に
は
、
プ
ラ

ス
改
定
が
必
要
で
す
。
十
二
月
七
日

に
開
催
さ
れ
た
、「
国
民
医
療
を
守

る
議
員
の
会
」（
加
藤
勝
信
会
長
）

に
は
百
九
十
人
を
超
え
る
自
民
党
国

会
議
員
が
出
席
し
、
大
幅
な
プ
ラ
ス

改
定
を
政
府
に
求
め
る
提
言
書
を
取

り
ま
と
め
、
十
二
月
八
日
に
岸
田
文

雄
内
閣
総
理
大
臣
と
鈴
木
財
務
大
臣

に
手
交
し
ま
し
た
。

結
果
的
に
、
十
二
月
十
九
日
の
岸

田
総
理
、後
藤
茂
之
厚
生
労
働
大
臣
、

鈴
木
財
務
大
臣
の
協
議
に
よ
り
、
本

体
改
定
率
が
〇
・
四
三
％
増
と
決
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
三
年
度
補

正
予
算
も
十
二
月
二
十
日
に
成
立
し

ま
し
た
。
多
大
な
お
力
添
え
を
賜
っ

た
日
本
医
師
連
盟
の
先
生
方
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
二
二
年
参
議
院
議
員
選
挙
に

向
け
て

十
月
の
衆
議
院
議
員
選
挙
の
際

は
、
自
民
党
女
性
局
長
と
し
て
全
国

を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
各
都
道
府

県
・
市
区
町
村
の
医
師
連
盟
の
先
生

方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

衆
議
院
議
員
選
挙
が
終
わ
り
、
い

よ
い
よ
来
年
七
月
の
参
議
院
議
員
選

挙
が
迫
っ
て
参
り
ま
し
た
。
二
〇
二

〇
年
九
月
に
日
本
医
師
連
盟
か
ら
推

薦
決
定
を
い
た
だ
き
、
医
療
界
代
表

と
し
て
臨
む
重
責
を
強
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

の
積
極
的
勧
奨
再
開
を
目
指
す
議
員

連
盟
」
と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
や

内
閣
官
房
長
官
へ
の
要
望
申
し
入
れ

を
繰
り
返
し
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
大
き
な
進
展
が
あ
り

ま
し
た
。

十
一
月
十
二
日
に
開
催
さ
れ
た
厚

生
科
学
審
議
会 

（
予
防
接
種
・
ワ
ク

チ
ン
分
科
会 

副
反
応
検
討
部
会
）

に
お
い
て
、
積
極
的
勧
奨
の
差
し
控

え
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
妥
当
と
の

結
論
が
出
た
ほ
か
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

後
の
有
害
事
象
に
関
し
て
大
学
病
院

な
ど
協
力
医
療
機
関
向
け
の
研
修
の

充
実
や
、
地
域
医
療
や
学
校
を
巻
き

込
ん
だ
相
談
体
制
の
強
化
を
進
め
る

方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

十
一
月
十
五
日
開
催
の
厚
生
科
学
審

議
会 

（
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科

会
）
で
は
、
積
極
的
勧
奨
の
中
止
期

間
中
に
接
種
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ

た
世
代
へ
の
い
わ
ゆ
る
「
キ
ャ
ッ
チ

ア
ッ
プ
接
種
」
の
支
援
に
つ
い
て
も

議
論
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
十
一
月
二
十
六

日
、
厚
生
労
働
省
か
ら
自
治
体
宛
に

「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨

の
差
し
控
え
を
終
了
す
る
」
旨
の
通

知
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
二

年
四
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
が
順
次
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
よ
り
も
早
く
準
備
が
整
っ
た
自
治

体
で
は
、
先
行
し
て
実
施
し
て
も
よ

い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
一
三
年
の
積
極
的
勧
奨
停
止

か
ら
八
年
間
、
平
坦
な
道
の
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
う
や
く

こ
こ
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ご
尽
力
賜
っ
た
先
生
方
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は

９
価
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
や
男

性
も
定
期
接
種
の
対
象
と
す
る
こ
と

な
ど
に
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

東
京
栄
養
サ
ミ
ッ
ト
公
式
サ
イ
ド

イ
ベ
ン
ト

十
一
月
三
十
日
、
東
京
栄
養
サ
ミ

ッ
ト
２
０
２
１
の
公
式
サ
イ
ド
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
味
の
素
株
式
会
社
と

オ
ラ
ン
ダ
の
総
合
化
学
企
業
Ｄ
Ｓ
Ｍ 

の
共
催
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
学
校
給
食
と
子
ど
も
達
の
未
来

～
官
民
連
携
で
実
現
す
る
、
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
で
健
康
的
な
食
習
慣
づ
く

り
」
が
開
催
さ
れ
、
西
井
孝
明
味
の

素
社
長
、
デ
ィ
ミ
ト
リ
・
ド
ゥ
・
フ

リ
ー
ズ
Ｄ
Ｓ
Ｍ
共
同
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
カ
ル

メ
ン
・
バ
ル
バ
ノ
Ｗ
Ｆ
Ｐ
学
校
給
食

部
門
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
ら
と
と
も
に
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

栄
養
サ
ミ
ッ
ト
と
は
、
二
〇
一
二

年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
際
に
、

世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
契
機

と
し
て
地
球
規
模
で
栄
養
課
題
に
つ

い
て
考
え
、
取
り
組
む
た
め
開
始
さ

れ
、
以
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
そ

の
開
催
都
市
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
か
ら
は
、
日
本
の
学
校
給
食
の

歴
史
を
紹
介
し
つ
つ
、
成
育
基
本
法

に
基
づ
い
て
本
年
二
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
基
本
方
針
に
食
育
の
推
進
も

盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、「
こ

全
国
各
地
の
医
師
連
盟
の
先
生
方

か
ら
も
、
意
見
交
換
の
機
会
を
積
極

的
に
設
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
衆
議
院
議
員
選

挙
後
、
岩
手
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、

神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
福

岡
県
、
長
崎
県
、
宮
崎
県
、
鹿
児
島

県
、
沖
縄
県
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
十
日
時

点
）、
講
演
や
懇
談
の
機
会
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
を
活
用
し
て
多
く
の
先
生
方

か
ら
各
地
域
の
現
場
の
お
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
直
接
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
対
面
で
お
話
し
す
る
こ
と
が
最

良
だ
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
高
齢
化

や
医
師
偏
在
、
子
ど
も
子
育
て
政
策

な
ど
、
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
医
療
現
場
か
ら
の

多
様
な
お
声
を
国
政
に
届
け
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
精
力
的
に
全
国
を

回
り
、
先
生
方
と
意
見
交
換
等
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

稿
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
先
生

方
と
直
接
お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し

み
に
し
て
お
り
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨

再
開
が
決
定

こ
れ
ま
で
、「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

11月8日　長崎大学BSL-4施設視
察・長崎県医師会訪問

11月15日　神奈川県内医療機関訪問

11月20日　愛知県医師会訪問・日
本小児医学教育研究会で講演

11月29日　茨城県内医療機関訪問

11月30日　東京栄養サミット公式
サイドイベントにて

12月2日　UHCセンター設立につい
て岸田文雄内閣総理大臣に提言

12月4日　鹿児島県医師会訪問・鹿児島
大学病院坂本泰二病院長との意見交換

11月3日　大阪府医師会創立74周年
記念式典

11月13日　沖縄県で開催された九
州医師会連合会総会

12月19日　岩手県での周産期医療
に関する勉強会・医療機関訪問 12月6日　栃木県医師会での国政報告会

（
４
面
へ
）


